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〈

人

物

表

〉

 

和
久
井

わ

く

い
 

茉
凛

ま

り

ん  
 

 
 

（
１
７
） 

高
校
生 

井
桁

い

げ

た 
敦
也

あ

つ

や 
 

（
２
５
） 

教
師 

栗
原

く
り
は
ら 

一
心

い
っ
し
ん 

 

（
１
７
） 

茉
凛
の
同
級
生 

大
迫

お
お
さ
こ 

美
衣

み

え 
 

（
２
７
） 

井
桁
の
恋
人
・
教
師 
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１
． 

高
校
・
教
室
（
夕
） 開

放
さ
れ
た
窓
か
ら
風
が
吹
き
込
む
。 

ひ
ら
ひ
ら
と
舞
う
カ
ー
テ
ン
。 

井
桁
敦
也
（
２
５
）
、
黒
板
を
消
し
て
い
る
。 

和
久
井
茉
凛
（
１
７

）、
窓
際
列
最
後
尾
の
席
で
、
問
題
を

解
い
て
い
る
。 

井
桁
、
黒
板
消
し
を
ク
リ
ー
ナ
ー
に
当
て
る
。 

茉
凛
、
徐
に
ペ
ン
を
置
く
。 

ゴ
ー
っ
と
響
く
ク
リ
ー
ナ
ー
の
音
。 

茉
凛
、
ち
ら
っ
と
井
桁
を
盗
み
見
る
。 

井
桁
、
ク
リ
ー
ナ
ー
を
止
め
る
。
振
り
向
く
。 

茉
凛
、
さ
っ
と
視
線
を
逸
ら
す
。
ペ
ン
を
持
つ
。
解
く
ふ
り
。 

井
桁 

「
和
久
井
さ
ん
」 

茉
凛
、
ビ
ク
ッ
と
し
て
動
き
を
止
め
る
。 

井
桁 

「
こ
の
前
の
こ
と…

…

」 

茉
凛 

「
あ
、
ご
め
ん
な
さ
い
」 

井
桁 

「
？
」 

茉
凛
、
慌
て
て
荷
物
を
鞄
に
し
ま
っ
て
、 

茉
凛 

「
バ
イ
ト
」 

井
桁 

「
え
？
」 

茉
凛 

「
す
い
ま
せ
ん
」 

と
、
そ
そ
く
さ
と
立
ち
去
る
。 

そ
の
拍
子
に
、
鞄
か
ら
封
筒
が
落
ち
る
。 

井
桁 

「
和
久
井
さ
ん
」 

井
桁
、
封
筒
を
拾
う
。 

無
記
名
。 

風
が
吹
き
、
カ
ー
テ
ン
が
揺
ら
め
く
。 

井
桁
、
茉
凛
が
出
て
い
っ
た
先
を
見
つ
め
る
。 

 

２
． 

和
久
井
家
・
茉
凛
の
部
屋
（
夜
） 

こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
室
内
。 

暗
が
り
の
中
、
茉
凛
、
必
死
に
鞄
の
中
を
漁
っ
て
い
る
。
鞄

を
ひ
っ
く
り
返
し
て
床
に
中
身
を
出
す
。 

床
に
散
ら
ば
る
参
考
書
や
筆
記
用
具
た
ち
。 
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茉
凛
、
呆
然
と
し
て
見
つ
め
る
。 

 

３
． 

高
校
・
外
観
（
朝
） ど

ん
よ
り
と
し
た
雲
が
空
を
覆
う
。 

 

４
． 
同
・
教
室
（
朝
） 

茉
凛
、
机
の
引
き
出
し
の
中
を
漁
っ
て
い
る
。 

周
囲
に
は
誰
も
い
な
い
。 

茉
凛
、
思
い
つ
い
た
よ
う
に
ゴ
ミ
箱
を
覗
く
。 

空
っ
ぽ
。 

茉
凛
、
た
め
息
を
つ
く
。 

栗
原
一
心
（
１
７
）
、
入
る
。
手
に
は
ノ
ー
ト
。 

一
心 

「
お
は
よ
」 

茉
凛
、
一
心
を
一
瞥
し
て
、
席
に
戻
る
。 

一
心 

「
無
視
か
よ
」 

と
、
茉
凛
の
席
に
行
き
、 

一
心 

「
こ
れ
、
助
か
っ
た
」 

と
、
ノ
ー
ト
を
渡
す
。 

茉
凛 

「
あ
、
う
ん
」 

茉
凛
、
鞄
に
し
ま
お
う
と
す
る
が
、
一
心
は
ノ
ー
ト
を
掴
ん

だ
ま
ま
。 

茉
凛 

「
ん
？
」 

一
心 

「
俺
に
し
と
け
よ
」 

茉
凛 

「
え
？
」 

一
心 

「
気
付
か
な
い
と
思
っ
て
る
？
」 

茉
凛 

「
何
が
？
」 

一
心 

「
ず
っ
と
変
じ
ゃ
ん
、
先
生
に
」 

茉
凛
、
一
心
を
ぐ
っ
と
睨
む
。 

一
心
、
パ
ッ
と
手
を
離
す
。 

茉
凛
、
ノ
ー
ト
を
し
ま
う
。 

一
心 

「
言
っ
た
の
か
、
好
き
っ
て
」 

茉
凛 

「
教
師
と
生
徒
だ
よ
。
そ
れ
に…

…

」 

一
心 

「
叶
わ
な
い
っ
て
わ
か
っ
て
た
」 

茉
凛
、
冷
た
い
視
線
を
一
心
に
向
け
る
。 
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一
心 

「
何
？
」 

茉
凛 

「
ど
う
し
て
言
う
の
？
」 

一
心 

「
え
？
」 

茉
凛 

「
叶
わ
な
い
っ
て
わ
か
っ
て
る
で
し
ょ
、
栗
原
だ
っ
て
」 

一
心 

「
刺
す
ね…

…

」 

茉
凛 

「
先
に
刺
し
た
の
は
そ
っ
ち
」 

茉
凛
、
参
考
書
と
筆
記
用
具
を
机
に
出
す
。 

一
心
、
茉
凛
の
背
を
見
つ
め
る
。
苦
笑
す
る
。 

 

５
． 

同
・
職
員
室
（
朝
） 井

桁
、
デ
ス
ク
で
Ｐ
Ｃ
作
業
を
し
て
い
る
。 

傍
に
は
ク
ラ
ス
写
真
。
隅
に
茉
凛
。 

井
桁
、
写
真
を
見
る
。 

大
迫
美
衣
（
２
７
）
、
来
る
。 

美
衣 

「
お
は
よ
」 

と
、
井
桁
の
背
面
の
席
に
着
く
。 

井
桁 

「
お
は
よ
う
」 

美
衣
、
椅
子
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
、
井
桁
の
隣
に
来
る
。 

美
衣 

「
聴
い
た
よ
」 

井
桁 

「
ん
？
」 

美
衣 

「
仲
良
い
ら
し
い
じ
ゃ
ん
」 

井
桁 

「
誰
と
？
」 

美
衣 

「
茉
凛
さ
ん
」 

井
桁 

「
あ
あ…

…

」 

美
衣 

「
あ
あ
、
っ
て
、
何
も
な
い
よ
ね
？
」 

井
桁 

「
あ
る
わ
け
」 

美
衣
、
に
こ
っ
と
笑
う
。
自
席
に
戻
ろ
う
と
し
て
ス
ト
ッ
プ
。 

美
衣 

「
あ
、
夜
大
丈
夫
そ
う
？
」 

井
桁 

「
う
ん
、
部
活
休
み
だ
し
、
早
く
あ
が
れ
る
」 

美
衣 

「
ご
め
ん
ね
、
平
日
で
。
特
に
パ
パ
が
、
楽
し
み
に
し
て
て
」 

井
桁 

「…
…

俺
も
だ
よ
」 

美
衣 

「
あ
り
が
と
う
」 

と
、
戻
る
。 

井
桁
、
美
衣
の
背
を
一
瞥
。
そ
っ
と
抽
斗
を
開
く
。 
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封
筒
。 

美
衣
、
ち
ら
っ
と
井
桁
を
振
り
返
り
見
る
。 

 
６
． 

同
・
屋
上
（
昼
） 

今
に
も
雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
雲
行
き
。 

茉
凛
、
ベ
ン
チ
の
下
を
覗
く
。
た
め
息
を
つ
く
。 

茉
凛 

「
あ
る
わ
け
な
い
よ
ね
」 

井
桁
、
来
る
。 

井
桁 

「
探
し
た
よ
」 

茉
凛
、
ビ
ク
ッ
と
し
て
振
り
返
る
。 

井
桁 

「
和
久
井
さ
ん
」 

茉
凛
、
さ
っ
と
立
ち
上
が
り
、
井
桁
の
傍
を
通
り
過
ぎ
る
。 

井
桁
、
思
わ
ず
茉
凛
の
腕
を
掴
む
。 

井
桁 

「
あ
、
ご
め
ん
」 

と
、
す
ぐ
に
離
す
。 

茉
凛
、
ド
ア
ノ
ブ
に
手
を
か
け
る
。 

井
桁 

「
こ
の
前
の
こ
と
」 

茉
凛
、
ド
ア
ノ
ブ
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
る
。 

井
桁 

「
嬉
し
か
っ
た
よ
。
そ
の
想
い
を
打
ち
明
け
て
く
れ
た
こ
と
」 

茉
凛 

「…
…

ダ
メ
で
す
よ
ね
、
わ
か
っ
て
ま
す
」 

井
桁 

「
そ
れ
は
生
徒
と
教
師
だ
か
ら
？ 

女
性
同
士
だ
か
ら
？
」 

茉
凛
、
ふ
ー
と
息
を
吐
き
出
し
て
、 

茉
凛 

「
美
衣
先
生
は
先
生
の
大
切
な
人
だ
か
ら
」 

茉
凛
、
宙
を
仰
ぎ
見
る
。 

井
桁 

「
じ
ゃ
あ
ど
う
し
て
本
当
の
気
持
ち
を
告
白
し
た
く
れ
た
の
？
」 

茉
凛 

「…
…

自
分
じ
ゃ
ど
う
に
も
で
き
な
か
っ
た
か
ら
。
先
生
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
で
、
で
す
よ
ね
」 

井
桁 

「
そ
れ
く
ら
い
、
好
き
な
ん
だ
よ
ね
」 

茉
凛
、
井
桁
に
向
き
直
る
。
に
っ
こ
り
と
笑
っ
て
、 

茉
凛 

「
も
う
忘
れ
て
く
だ
さ
い
」 

井
桁 

「
そ
れ
で
い
い
の
、
美
衣
先
生
に
は
何
も
伝
え
な
い
の
？
」 

茉
凛 

「
フ
ラ
れ
る
だ
け
で
す
」 

井
桁 

「
そ
う
だ
ね
」 

茉
凛 

「
そ
う
だ
ね
っ
て…

…

」 
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井
桁 

「
言
わ
ず
に
ず
っ
と
後
悔
す
る
よ
り
、
言
っ
て
散
っ
た
方
が
い
い
と

思
う
よ
。
前
に
進
め
る
」 

茉
凛
、
徐
に
顔
を
あ
げ
る
。 

井
桁
、
ひ
と
つ
頷
く
。 

 

７
． 
同
・
屋
上
に
連
な
る
階
段
（
昼
） 

ド
ア
ノ
ブ
か
ら
す
っ
と
手
を
離
す
一
心
。
降
り
る
。 

 

８
． 

同
・
屋
上
（
昼
） 

茉
凛
、
苦
笑
し
て
、 

茉
凛 

「
手
紙
、
書
い
て
た
ん
で
す
」 

井
桁 

「
え
？
」 

茉
凛 

「
『
先
生
、
好
き
で
す
』
っ
て
そ
ん
な
内
容
。
宛
先
も
美
衣
先
生
の

名
前
も
何
も
書
い
て
な
い
か
ら
大
丈
夫
だ
と
思
う
け
ど…
…

」 

井
桁
、
思
い
当
た
る
節
が
あ
っ
て
、
目
を
見
開
く
。 

茉
凛 

「
失
く
し
ち
ゃ
っ
て…

…

」 

井
桁 

「
そ
れ―

―

」 

茉
凛
「
で
も
い
い
で
す
。
ち
ゃ
ん
と
伝
え
ま
す
、
言
葉
で
」 

と
、
く
し
ゃ
っ
と
笑
う
。 

見
つ
め
合
い
、
笑
顔
の
茉
凛
と
井
桁
。 

ポ
ツ
ポ
ツ
と
雨
が
降
り
出
す
。 

 

９
． 

同
・
職
員
室
（
昼
） 美

衣
、
井
桁
の
席
の
前
に
立
っ
て
い
る
。
ク
ラ
ス
写
真
を
見

下
ろ
し
て
い
る
。 

写
真
、
隅
に
映
る
茉
凛
。 

美
衣
、
す
っ
と
写
真
か
ら
目
を
逸
ら
す
。
徐
に
抽
斗
に
手
を

伸
ば
す
と
、
ゆ
っ
く
り
開
く
。 

封
筒
。 

美
衣
、
ご
く
り
と
唾
を
飲
む
。 

窓
の
外
、
雨
が
本
降
り
に
な
る
。 

<

お
わ
り>

 


